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● 県からの委託事業の中で、農福連携に取り組んで
いる。 

● 会員事業所の協力の下、協議会として、自主ブラ
ンド製品を製造・販売し、売上増に寄与している。 

● 会員事業所から会費を徴収し、運営している。 

（参考）平成26年度 長野県内各自治体の 
障害者就労施設等からの調達実績額 

・長野県      約3,710万円 
・長野県内各市町村 約8,680万円 

長野県セルプセンター協議会の概要 

● 特定非営利活動法人長野県セルプセンター協議会が、
長野県の共同受注窓口を運営している。 

● 県内の障害福祉サービス事業所等約160か所が会員
として加盟しており、共同受注、共同販売、県庁ワゴ
ンカフェ等の受注のコーディネート、県委託事業を
行っている。 

● 職員10人のうち、福祉就労コーディネーター２人と、
県内５ブロックに各１人の地域連携促進コーディネー
ターが配置されている。 

● 26年度共同受注の受託額は官公庁約1,246万円、民
間約1,022万円。コーディネートした販売会や受注に
対して会員事業所から手数料（26年度約293万円）を
徴収し、運営している。 

● 県からの委託により、農業就労チャレンジ事業を
実施。同協議会の事務職員や同協議会に登録した農
家や障害者就労支援経験者等が、農業法人・農家と
事業所との仲介や農作業のサポートによる農業活動
の支援を行い、障害者の就労の場を拡大するもので、
26年度26件、27年度38件の実績があり、28年度
は40件の支援を見込んでいる。  

● 売上を高めるため、各事業所において牛乳パックを回収し、その回収したパック
を使用したオリジナルのトイレットペーパー、ティッシュペーパー（ロンドロー
ル）の販売を行い、最近、売り上げが増加している（26年度約739万円）。 

● 他にも、環境に配慮したフラットファイルを製作・販売しており、官公庁を対象
に納品している。今後は民間企業にも働きかけを行い、共同受注の拡大に向けて検
討している。 

自治体における取組事例（共同受注窓口の運営） 長野県 

問合せ先 NPO長野県セルプセンター協議会  http://www.n-selp.jp/ 
   電話 026-291-8280  FAX 026-291-8290 

農福連携 

自主ブランド製品の開発 
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